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51948年 9 月19日　岐阜県恵那市に生まれる
1972年 3 月　京都産業大学外国語学部ドイツ語学科卒業（文学士）
1974年 3 月　中央大学大学院文学研究科修士課程独文学専攻修了（文学修士）
1975年 4 月～ 1979年 3 月　東海大学文学部非常勤講師
　　　 4 月～ 1985年 3 月　駒沢大学外国語部非常勤講師
1977年 3 月　中央大学大学院文学研究科博士課程独文学専攻退学（単位修得）
1978年 4 月～ 1980年 3 月　亜細亜大学教養部非常勤講師
　　　 4 月～ 1984年 3 月　中央大学商学部非常勤講師
1980年 4 月～ 1983年 3 月　亜細亜大学教養部専任講師
1983年 4 月～ 1994年 3 月　亜細亜大学教養部助教授
1984年 4 月～ 1985年 3 月　西ドイツ・ミュンヘン大学ドイツ語学文学研究所
客員研究員
1985年 4 月～現在　中央大学商学部非常勤講師
1991年 9 月　洋上大学ベルリン研修団・事前研修及び随行
1994年 4 月～ 2001年 3 月　亜細亜大学教養部教授
1999年 8 月～ 1999年 9 月　スイス・ベルン国立図書館短期留学
2001年 4 月～ 2006年 3 月　亜細亜大学経済学部教授
2006年 4 月～ 2007年 3 月　亜細亜大学短期大学部教授
2007年 4 月～現在　亜細亜大学経済学部教授
2012年 9 月　ドイツ・フライブルク大学AUGP派遣留学の立上げ及び提携
　亜細亜大学での担当科目
初級ドイツ語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、中級ドイツ語Ⅰ・Ⅱ、応用ドイツ語Ⅰ・Ⅱ、西洋
文学、テーマ研究（ドイツ文化論）、オリエンテーション・ゼミナール
尾関英正先生略年譜
6　学内の役職
教養部将来構想委員会委員長、全学共通教育委員会副委員長、学長付教学委員、
国際交流委員長・留学生別科長、総合学術文化学会会長
　学外での活動
日本独文学会会員（1973年～現在）、ドイツ語教育学会会員（1973年～現在）、十
九世紀ドイツ文学研究会会員（1982年～ 2002年）、日本比較文学会会員（1987年
～現在）、岐阜県恵那市より「観光大使」の任命を受ける（2000年12月～ 2006年
12月）、日本独文学会関東支部幹事（2003年～ 2015年）、現代俳句協会会員
（2017年～現在）
7　著　書
1978年 9 月　『幽霊船』芸林書房（編著）
1979年 9 月　『洞窟の謎』芸林書房（編著）
1980年 9 月　『あるピアニストの死』芸林書房（編著）
1982年 9 月　『クレット夫人の死』芸林書房（編著）
1983年 3 月　『ドイツ文法の基礎』アジア書房出版部（共著）
1984年 4 月　『地下資源のなくなる日』東洋出版（編著）
1989年11月　『アルファ独和辞典』三修社（共著）
1993年10月　『ドイツ語俳句集』そうぶん社出版（共著）
1998年12月　『目は口ほどにものを言うか？』（改訂版『世界の言葉散策―目は
口ほどにものを言うか？』2001年 5 月）三修社（共著）
2003年 9 月　『世界14言語動物ことわざワールド―捕らぬ狸は皮算用？』白帝
社（共著）
　学術論文（単著のみ）
1981年 3 月　「アンフィートリュオン―H.v.クライストの場合」ドイツ文学同
人誌『シュプーレン』第 3 号
1981年11月　「クライストとナショナリズム」『亜細亜大学教養部紀要』第24号
1983年 3 月　「『蒲団』にみる伝統と革新―西洋リアリズムとの係わりをめぐっ
て」亜細亜大学言語文化研究所『東と西』創刊号
1987年 5 月　「世紀末ミュンへンのジャポニスム」『亜細亜大学アジア研究所所報』
第46号
1988年11月　「ドイツの世紀末芸術とジャポニスム」『亜細亜大学教養部紀要』第
38号
1990年 2 月　「西洋人の見た川上音二郎一座と壮士芝居」『亜細亜大学アジア研究
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8所紀要』第16号
1991年11月　「ドイツの俳文学をめぐって」『亜細亜大学教養部紀要』第43号
1992年11月　「バッソンピエール元帥物語の変容」『亜細亜大学教養部紀要』第46
号
1993年 6 月　「『蟹工船』にみる社会参加と芸術性―マルクス主義芸術論の矛盾
を踏まえて」亜細亜大学言語文化研究所『東と西』第11号
1996年 1 月　「H.ハミッチュによる俳句の翻訳と創作―ドイツ語俳句への一つ
の提言」『俳句文学館紀要』第 9 号
　　　 5 月　「ホルスト・ハミッチュの遺作―ドイツ語俳句三十句」亜細亜大
学言語文化研究所『東と西』第14号
2000年11月　「R.M.リルケと日本芸術」『亜細亜大学教養部紀要』第62号
2001年 3 月　「ロダンの日本趣味」『亜細亜大学言語文化研究所所報』第23号（最
終号）
2004年 7 月　「諺に見るドイツ人の動物観」総合学術文化学会『亜細亜大学学術
文化紀要』第 5 号
2008年 7 月　「教養教育の役割をめぐって」総合学術文化学会『亜細亜大学学術
文化紀要』第12 ／ 13合併号
2013年 3 月　「グリーンシティ・フライブルクの挑戦」亜細亜大学経済学部〈都
市・経済コミュニティ〉コース『教育と研究』第 8 号
2018年 5 月　「北の環境首都・ミュンスターの取り組み」亜細亜大学経済社会研
究所『Annals』No.32
2019年 1 月　「ドイツ語俳句コンテストとその文学的意味」総合学術文化学会『亜
細亜大学学術文化紀要』第34号
　その他（口頭発表・講演等）
1982年 6 月　「滲み出る素朴な“こころ”―周到な構成に支えられたドイツ語
訳の一茶俳句集」『THEASIA』第266号、『野ばらの来た道』（坂
西八郎著、2005年、響文社）所収
1986年12月　「LL雑感」亜細亜大学LL教室開設20周年記念誌『LL教室のあゆみ』
1987年 1 月　「ベッケンバウアーの『栄光の名手』訪問記（ 4 ）―ミスター・
イングランド／ボビー・チャールトン」（翻訳）学研『ストライカ
ー』新年号
1989年 2 月　「パリから―ジャポニスム」（翻訳）『亜細亜大学アジア研究所紀
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要』第15号
1991年 4 月　「私の見たドイツとドイツ人」（講演）立川ロータリークラブ第1528
回例会
1993年 6 月　「ドイツ語の身体部位に関する慣用句」（口頭発表）『14カ国語身体
部位に関する比較研究（資料編）』亜細亜大学言語文化研究所・比
較研究プロジェクト
1994年 5 月　「ベルリーンで―叙情詩の革命」（翻訳）亜細亜大学言語文化研究
所『東と西』第12号
1997年 3 月　「ドイツ語の身体部位に関する慣用句（ 2 ）」（口頭発表）『14カ国語
身体部位に関する比較研究（資料編Ⅱ）』亜細亜大学言語文化研究
所・比較研究プロジェクト
2001年 2 月　「一般教育を考える」亜細亜大学経済社会研究所『Annals』No.24
　　　 2 月　「ドイツ語の諺にみる動物」（口頭発表）亜細亜大学言語文化研究
所・比較研究プロジェクト
2002年 3 月　「比較文学と私の研究スタイル」亜細亜大学経済社会研究所『An-
nals』No.25
2003年 3 月　「好奇心こそ力」亜細亜大学経済社会研究所『Annals』No.26
2004年 3 月　「社会の老化」亜細亜大学経済社会研究所『Annals』No.27
2005年 3 月　「ゲーム感覚」亜細亜大学経済社会研究所『Annals』No.28
　　　 4 月　「嫌われものの狼と村の動物たち（ドイツ語のことわざ）」（講演）
亜細亜大学教養講座「世界動物ことわざの旅」（ヨーロッパ編）
2006年 3 月　「グローバリズムへの疑問」亜細亜大学経済社会研究所『Annals』
No.29
2007年 3 月　「人間中心主義の付け」亜細亜大学経済社会研究所『Annals』No.30
2009年 3 月　「多喜二ブーム」亜細亜大学経済社会研究所『Annals』No.32
2010年 3 月　「青木新門『納棺夫日記』―もう一つの『おくりびと』」亜細亜大
学経済社会研究所『Annals』No.33
2018年11月　「ドイツ語圏の俳句受容とドイツ語俳句」（口頭発表）亜細亜大学総
合学術文化学会
